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開 催 に あ た っ て

奈良市が1978(昭和53)年に最初の発掘調査を実施してから、2004(平成16)年で、27年

目をむかえます。この間、平城京跡では、宅地や寺院の様子がしだいに明らかになってきまし

た。また、平城京より前の時代・後の時代の遺跡についても、平城京跡と重複して、あるいは

その周囲で新たに発見されたものがあります。今日では、遺跡から奈良市の歴史が語れる程ま

でになってきました。この間の調査で出上した遺物の量は、おびただしい数になっています。

考古学で歴史を語るには、遺跡、遺構、遺物という三要素が必要です。これらを組み合せて

こそ、歴史として成 り立つものですが、遺物のみでも歴史を語ってくれるものがあります。

地域展 「出土遺物から見た奈良市の歴史」では、この26年間に出土した遺物の中から、こう

した歴史を語る遺物を選び出し、ご覧いただこうと思います。

また、発掘調査によって発見された埋蔵文化財のなかには、貴重なものとして、奈良市が指

定した文化財 (史跡が4件、考古資料が2件)があります。埋蔵文化財調査センター会場では、

これらの指定文化財を遺物やパネルで紹介し、ご覧いただこうと思います。これらを通して、

文化財に対する理解が深まり、奈良市の歴史の一端にふれていただければ幸いです。

最後になりましたが、今回の展覧会を開催するにあたり、ご協力いただいた関係機関各位に

心より感謝申し上げます。

平成16年 10月 12日

奈良市長 鍵田 忠兵衛

例

1,こ の冊子は、平成16年 10月 30日 から11月 28日 まで、

奈良市美術館で開催する「発掘された日本列島 2004」

の地域展示 「出土遺物から見た奈良市の歴史」 (一部

は、平成16年 10月 12日 から12月 27日 まで、奈良市埋

蔵文化財調査センター展示室)の解説パンフレットで

す。

2.橿原市教育委員会、大和郡山市教育委員会には、出

品の御協力をいただきました。本書に収録した写真の

一部には、上記の機関から提供を受けたものがありま

す。

3.本書の編集・レイアウ トは、埋蔵文化財調査センタ

ー職員の協力のもとに、森下浩行がおこないました。
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柚ノ川イモタ遺跡の縄文土器

(左頁)

柚ノ川町か ら出土した縄文土器

には、主なものに早期前半の大川

(お おこ)式の深鉢と、中期後葉の

船元式の鉢があります。

大川式土器は、奈良県山辺郡山

添村の大川遺跡で初めて見つかっ

た土器で、その特徴は、尖底の深

鉢に、刻みを入れた棒状工具を回

転させて文様を付けることです。

早期の遺跡は、大川遺跡の存す

る奈良県北東部に多数存在 し、近

畿でも有数の密集地となっていま

すが、柚ノ川イモタ遺跡も、大川

式土器が見つかったことから、こ

の一画に当たると考えられ、奈良

市にもこの時期に人々が暮 らして

いたことが明らかになりました。

左頁 大川式

船元式

25.5cm

17.2cm

大森遺跡の弥生土器

(右頁 )

大森町の弥生時代後期 の土坑

(穴)か ら、土器10点 (壺8点 、甕

1点、ミニチュア高杯1点)と杓子

形の木製品が 1点 出土 しました。

いずれの土器もほぼ完形を保って

出土してお り、破損 したために棄

て られたという状況ではありませ

ん。集落内の祭祀 (マ ツリ)に使

用され、その後に埋められたもの

と思われます。

また、大森か ら、三条、油坂

(大宮町)にかけての広い範囲で、

弥生時代後期から古墳時代初頭に

かけての遺構、遺物が見つかって

お り、この時代の集落遺跡がいく

つか存在することがわかっていま

す。

右頁 上 弥生土器と木製品

最前列の壺

品 21.5cm

下 弥生土器の出土状況

一同

一局

左

右

４
与
増

一浄
二ヽ…‐

竜虫́

発掘された日本列島2004 地域展示 「出土遺物から見た奈良市の歴史」

平成16年 10月 12日  編集 奈良市埋蔵文化財調査センター 発行 奈良市・奈良市教育委員会・奈良市美術館
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杉山古墳の家形埴輪

(上段 左)

大安寺所在の杉山古墳は、全長

154m(周濠を含めて約200m)の
5世紀後半の前方後円墳です。周

涙か ら家形埴輪がほぽ完全な形で

見つか りました。周濠の外側から

転落したものと思われます。

この家形埴輪は、当時の家屋の

構造を知る上で貴重です。切妻造

の平屋建物を表現しており、中央

に出入 りする扉回、その両脇と妻

側に1間ずつ窓 を設 けています。

屋根の様子は突帯と綾杉文様の線

刻で表現 してお り、棟の上には堅

魚木 (かつおぎ)を のせた跡があ

ります。堅魚木は、当時の権威や

身分の象徴であり、杉山古墳の家

形埴輪は、有力者 (豪族)の居館

を表現したものと思われます。

上段 左 家形埴輪

局 75,4cm

平城京東堀河の人面墨書土器

人々は、古 くか ら、自然災害や

病気などの様々な脅威や不安をぬ

ぐうために、様々な行為 (祈 りや

まじない)を行なってきました。

こうした行為を祭祀と呼び、その

形態は時代によっても異な りまし

た。

様々な祭祀に使われた遺物の中

で、奈良時代には、顔を上器 (土

師器の甕など)の胴部に描いた人

面墨書土器があります。

土器に描かれた顔は、同じ顔は

ありませんが、どれも恐ろしげな

表情をしてお り、厄病神を表して

いるといわれます。

東堀河などの河川や濤か ら出土

することが多く、病気や核 (けが)

れを水に流す祓 (は らい)で使用

されたようです。

上段 右2列  人面墨書土器

(平城京東堀河跡出土 )

右上 高 5.lcm
左下 高 8.2cm

下段 右 人面墨書土器

(平城京東堀河跡出土)

左端 高 20.5cm
左 東堀河にかかる橋

＝ダ
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大安寺の瓦

大安寺は、聖徳太子の熊疑 (く

まごり)道場以来、1300年以上も

の歴史を有 し、奈良時代に藤原京

の大官大寺か ら移ってきた壮大な

伽藍 (が らん)を誇った官の大寺

です。

大安寺の主要な軒瓦は、藤原京

から運ばれてきた 「大官大寺式」、

大安寺独自の「大安寺式」、平城宮

の瓦と同絶である 「平城宮系」と

呼ばれるものがあります。大安寺

旧境内から出土する瓦は、「大安寺

式Jが最も多く、全体の半数を越

えています。

また、2002(平成14)年から発

掘調査を続けている西塔には、こ

れらとは異なる軒瓦が葺かれてい

たようです。

上段 左

中

軒瓦 「大官大寺式」

軒丸瓦径 21cm
右

軒瓦 「大安寺式」

軒瓦 「平城宮系」

西塔の軒瓦

三彩垂木先瓦

径 16.2cm
鬼瓦  高 29m
蒔積井戸出土状況

中段

下段

平城京の井戸

(右下)

水は、私たちにとっても大切な

資源ですが、古代の人々は井戸を

掘って、水を獲得してきました。

平城京内で使用されていた一般

的な丼戸側 (枠)は、木組でつく

られていますが、左京 (外京)三
条五坊三坪の宅地跡 (大宮町)で
見つかった井戸は、底に直径約93

cm、 高さ1 1 2cmの 焼物 (須恵質 )

の井戸側を設置していました。

須恵質の井戸側の上段には、木

組の井戸側があったと思われます

が、抜き取られていました。

このような類例の少ない井戸側

を使用しているのは、何か特殊な

事情があったものと推定できます。

右下 井戸の出土状況

1上II=
左

中

左

　

中

中
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平城京の人形 (ひ とがた)

平城京左京一条三坊十三坪 (法

華寺町)の大型の井戸か ら、木製

の人形が100枚近 く見つか りまし

た。人形を使った祭祀もまた、古

代の祭祀のひとつで、核れを祓っ

たり、病気の治癒 (ち ゆ)を祈っ

て自分自身の形代 (か たしろ)と
して作られたようです。

出土した人形には、顔が描かれ

ているだけではなく、胴の部分に

入名 (「 伊勢竹河」、「伊勢宗子」、
「秦奈良子 又名粟日」、「伴廣冨」)

が書かれていました。あるものは

東にして、あるものは緑釉陶器の

瓶の中に入れて、祭祀の後に、棄

てられたようです。
「嘉祥元年」 (848年)と墨書さ

れた石がいっしょに出土しており、

9世紀後半に棄て られたと考えら

れます。

左列 木製人形 「伊勢竹河」

上段左端 長 14.7cm
下段右端 長 11.6cm

中列 墨書土器

上  「今井」径15.7cm

中  「今西」径15.7cm

下  「大西」径14.5cm

右列  上 墨書のある石
「嘉祥元年」

高 5.3cm
中 人形の入っていた

緑釉陶器

高 18.lcln

菅原東遺跡の面

(右列下段)

15世紀前半の屋敷地を囲む堀か

ら、焼けた状態で出土しました。

木製 (ケヤキ材)の一本作りで、

表面の一部には、黒漆が残ってい

ます。面に特有の丸みはありませ

んが、こめかみに紐を通す孔があ

けられていますので、実際に顔に

つけて用いられたのでしょう。

額 (ひたい)には絨 (し わ)を
刻み、日は細長 く切 り込み、眉と

類 (ほお)がふくらむように表現

しています。能な どで使われた
「尉 (じ ょう)」 (男性の老人)の面

と考えていますが、老人の面によ

く見 られる植毛の痕はありません。

発掘調査で、このような面が出

土することは少なく、当時の芸能

を知る上で貴重な発見です。

右列  下 面  縦 13cm
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と
こ
れ
に
直
交
す
る
径
四

剛
の
縦
孔

が
開
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

計
量
値
は
、
奈
良
時
代

の
八
両

（
一
斤
の
半
分
）
に
相
当
し
ま
す
。
奈

良
時
代

の
分
銅

（権
）
の
類
例
は
、

全
国
で
も
少
な
く
、
我
が
国
の
度
量

衡
制
度
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
こ
と

か
ら
、　
一
九
九
四

（平
成
六
）
年
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
城
京
跡
出
上
の
分
銅

（権
）

平
城
京
跡
で
は
、
指
定
品
の

「銅

製
壺
形
分
銅
」
の
ほ
か
に
、
四
点
の

分
銅

（権
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

二
点
は
、
銅
製
の
笠
形
品
、　
一
点
は
、

鉄
製
の
釣
鐘
形
品
、
ま
た
、　
一
点
は
、

土
製
の
釣
鐘
形
品
で
す
。

壺
形
品
は
、
指
定
品

（八
両
）
の

一
点
の
み
で
す
。
銅
製
の
笠
形
品
が
、

そ
れ
ぞ
れ

一
両
、
四
両
に
相
当
す
る

こ
と
か
ら
、
重
さ
に
よ

っ
て
形
態
の

違
い
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
釣
鐘
形
品
は
、
鉄
製
、
土

製
と
も
当
時
の
重
さ
の
基
準
に
合
致

す
る
と
は
い
い
が
た
く
、
土
製
品
に

つ
い
て
は
、
重
さ
を
量
る
に
は
適
さ

な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
平
城
京
に
先
行
す
る
藤
原

京
跡
か
ら
も
、
銅
製
の
笠
形
品
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

右
列
　
上
　
銅
製

中
　
鉄
製

下
　
土
製

左
列
　
中
　
銅
製

（平
城
京
跡
出
土
）

一局

一〒

四

ｃｍ

（平
城
京
跡
出
土
）

一局

四

。
九

硼

（平
城
京
跡
出
土
）

一局

四

・
Ｏ

Ｃｍ

（平
城
京
跡
出
土
）

一島
　
二

・
エハ
硼

窓

旨

冒

下
　
銅
製

（藤
原
京
跡
出
土
）

一局
　
一
一
生
二
硼

橿
原
市
教
育
委
員
会
所
蔵
品

一 Ⅵ一PaH2埋蔵文化財調査センター



史
跡

「菅
原
東
遺
跡
埴
輪
窯
跡
群
」

（移
設
窯
跡
を
含
む
）

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
に
発
掘

調
査
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
埴
輪
生

産
遺
跡
で
、
遺
構
に
は
、
埴
輪
窯
跡

六
基

（四
基
は
移
設
保
存
）
と
灰
原

及
び
窯
の
築
造
に
利
用
さ
れ
た
溝
が

あ
り
ま
す
。

遺
跡
周
辺
の
地
名

「菅
原
」
は
、

古
墳
築
造
に
関
わ

つ
た
土
師
氏

（菅

原
氏
）
の
故
地
と
し
て
文
献
上
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
土
師
氏
と
古
墳
造
営

と
の
関
わ
り
を
証
明
す
る
数
少
な
い

埴
輪
生
産
遺
跡
と
し
て
、
歴
史
的
価

値
が
高

い
こ
と
か
ら
、

三
〇
〇
〇

（平
成

一
三
）
年
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
「菅
原
は
に
わ
窯
公
園
」
と

し
て
整
備
し
て
お
り
、
移
設
保
存
さ

れ
た
四
基
の
う
ち
、　
一
基
は
、
発
掘

時
の
状
況
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

右
列
　
上
　
形
象
埴
輪

（人
物
の
顔
）

一品
　
一
八

・
八

ｍ

中
　
形
象
埴
輪

（人
物
の
顔
）

一島
　
一
八

・
一
硼

下
　
形
象
埴
輪

（叡
）

高

一
一〇

・
七

硼

左
列
　
上
　
円
筒
埴
輪

右
手
前
　
一局
　
一二
七

・
Ｏ

ｍ

下
　
埴
輪
窯
全
景

考
古
資
料

「銅
製
壺
形
分
銅
」

（左
頁
左
列
上
）

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
、
平

城
京
跡

（左
京
九
条

一
坊
二
坪
）
の

発
掘
調
査
に
よ
り
、
奈
良
時
代
の
井

一声
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

銅
製
の
鋳
造
品
で
、
高
さ
四

・
八

ｍ
、
径
四

・
六

硼
、
重
量
三
二
九

・

一
ｇ
で
す
。
蓋
の
付
い
た
壺
の
形
を

し
て
お
り
、
鋳
造
後
、
ろ
く
ろ
で
整

形
し
、
仕
上
げ

て
い
ま
す
。
鉦
の
部

分
に
は
、
紐
を
通
す
径
三

剛
の
横
孔
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史
跡

「野
神
古
墳
」

（南
京
終
町
）

墳
丘
は
、
削
ら
れ
て
お
り
、
本
来

の
大
き
さ
は
不
明
で
す
が
、
竪
穴
式

石
室

の
内
部
に
割
抜

（く
り
ぬ
き
）

式
の
石
棺
が
み
ら
れ
ま
す
。
石
室
は

破
壊
さ
れ
、
東
壁
の
み
が
残
存
し
て

い
ま
す
が
、
破
壊
さ
れ
た
部
分
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
復
原
し
、
西
壁
に
鉄

柵
を
設
け
て
、
石
棺
の
見
学
が
可
能

と
な

っ
て
い
ま
す
。

石
棺
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
古
墳

は
、
奈
良
市
内
で
は
ほ
か
に
な
く
、

ま
た
、
古
墳
時
代
中
期
末
、
あ
る
い

は
後
期
の
貴
重
な
石
棺
例
で
あ
る
こ

と
か
ら
、　
一
九
八
四

谷昭
和
五
九
）

年
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
到
抜
式
の
石
棺
は
、
熊
本

県
の
阿
蘇
産
の
石
材
が
使
わ
れ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
奈
良
盆

地
に
運
ば
れ
て
き
た
か
が
、
注
目
さ

れ
ま
す
。

中
段
　
右
　
石
棺
出
土
状
況

史
跡

「古
市
方
形
墳
」

（古
市
町
）

一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
に
、

奈
良
市
水
道
局
の
宅
地
造
成
に
伴

っ

て
、
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

墳
丘
は
、　
一
辺
が
約
二
四

ｍ
の
方

形
で
、
円
筒
埴
輪
列
が
ま
わ

っ
て
い

ま
し
た
。

埋
葬
施
設
は
、
粘
土
榔

で
、
鏡

（二
神
三
獣
鏡
、
内
行
花
文
鏡
、
画
文

帯
神
獣
鏡
、
盤
龍
鏡
）
、
玉

（勾
玉
、

管
玉
、
棗
玉
、
小
玉
）
、
琴
柱
形
石
製

品
、
鉄
製
農
工
具

（斧
、
鎌
、
刀
子
、

や
り
が
ん
な
）
が
出
土
し
ま
し
た
。

古
墳
の
存
す
る
古
市
の
地
域
の
み

な
ら
ず
、
奈
良
盆
地
の
古
墳
時
代
前

期
の
様
相
を
知
る
上
で
、
重
要
な
遺

跡

で
あ
る
こ
と
か
ら
、　
一
九

八
九

（平
成
元
）
年
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

下

段

鉄
製
品
出
土
状
況

鏡
出
土
状
況

粘
土
椰

（埋
葬
施
設
）

左 中 右
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右
列
　
上下

左
列
　
上中下

鉄
整

（第
二
埋
葬
施
設
）

右
端
　
長
　
一
三
二
二
二
硼

石
製
勾
玉（第

二
埋
葬
施
設
）

右
下
　
長
　
二

・
四

硼

鉄
斧

（第
二
埋
葬
施
設
）

長

八

・
四

ｍ

砥
石

（第
二
埋
葬
施
設
）

長

一二
〇

・
○

硼

石
製
有
孔
円
板

（第
二
埋
葬
施
設
）

右
下
　
径
　
一
一
二
ハ
ｍ

史
跡

「五
つ
塚
古
墳
群
」

（山
町
）

尾
根
の
南
裾
に
並
ぶ
五
基
の
古
墳

か
ら
な
る
古
墳
群
で
、
い
ず
れ
も
埋

葬
施
設
は
横
穴
式
石
室
で
す
。　
一
九

九
四

（平
成
六
）
～

一
九
九
六

（平

成
八
）
年
に
墳
丘
の
発
掘
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

五
基
の
古
墳
の
う
ち
、
三
基
が
円

墳
、
二
基
が
方
墳
で
、
石
室
の
形
態

か
ら
、　
一
、
三
、
五
号
の
円
墳
が
先

に
、
二
、
四
号
の
方
墳
が
後
に
造
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
円
墳
三
基

は
六
世
紀
後
半
、
方
墳
二
基
は
七
世

紀
前
半
に
造
ら
れ
た
の
で
し

よ
う
。

後
期
古
墳
が
少
な
い
奈
良
市
域
に

お
い
て
、
墳
丘
、
石
室
と
も
に
よ
く

残

っ
て
お
り
、
典
型
的
な
後
期
古
墳

の
例
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
こ
と
か

ら
、　
一
九
九
六

（平
成
八
）
年
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

左
頁

上
段
　
横
穴
式
石
室
奥
壁

（左
か
ら
、
二
、
三
、
四
号
墳
）

中
段
　
左
　
古
墳
群
空
中
写
真

一 Ш一



奈
良
市
の
指
定
文
化
財

奈
良
市
内
に
は
、
国
、
県
、
市
が

指
定
し
た
文
化
財
が
九
八
〇
件
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
奈
良
市
が
奈
良

市
文
化
財
保
護
条
例
に
よ
り
指
定
し

た
文
化
財
は
、　
一
一
八
件
で
す
。
そ

の
多
く
は
、
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻

で
す
が
、
遺
跡
や
出
土
品
で
指
定
さ

れ
て
い
る
も
の
が
六
件
あ
り
ま
す
。

四
件
が
史
跡
で
、
二
件
が
考
古
資
料

で
す
。

史
跡
は
、
四
件
と
も
古
墳
時
代
の

遺
跡
で
、
三
件
が
古
墳
、　
一
件
が
古

墳
に
供
給
す
る
埴
輪
を
製
作
、
焼
成

し
た
窯
跡
で
す
。

考
古
資
料
は
、
古
墳
時
代
と
奈
良

時
代
の
も
の
が

一
件
ず

つ
で
、
古
墳

か
ら

一
括
で
出
土
し
た
副
葬
品
と
、

奈
良
時
代
の
度
量
衡

（ど
り
ょ
う
こ

う
）
を
知
る
上
で
、
重
要
な
分
銅
が

あ
り
ま
す
。

考
古
資
料

「ベ
ン
シ
ョ
塚
古
墳
出
土
品
」

ベ
ン
シ
ョ
塚
古
墳

（山
町
）
は
、

周
濠
の
あ
る
全
長
七
〇

ｍ
の
前
方
後

円
墳
で
す

。

一
九
九
〇

（平
成

二
）

年
に
、
稲
荷
神
社
の
建
設
に
伴
っ
て
、

後
円
部
頂
と
墳
丘
の

一
部
の
発
掘
調

査
を
実
施
し
、
後
円
部
頂
で
、
三
基

の
埋
葬
施
設
を
発
見
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
第
二
埋
葬
施
設
に
は
、

鉄
製
品
を
中
心
と
し
た
副
葬
品
が
良

好
に
残

っ
て
い
ま
し
た
。
出
土
状
況

も
明
確
で
あ
り
、
ま
た
、
中
期
古
墳

の
副
葬
品
の
代
表
例
と
し
て
、
学
術

的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、

一
九
九

七

（平
成
九
）
年
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。特

に
甲
冑
は
、
革
綴
か
ら
鋲
留

ヘ

の
発
展
の
過
程
を
示
し

、
馬
具
は

、

朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ

っ
て
き
た
当
初

の
特
徴
が
み
ら
れ
る
点
で
、
注
目
さ

れ
ま
す
。

ベ
ン
シ
ョ
塚
古
墳
の
指
定
遺
物

第
二
埋
葬
施
設
副
葬
品

武
器

・
武
具

甲
　
冑
　
　
一
領

三
角
板
革
綴
短
甲

小
札
鋲
留
眉
庇
付
冑

ヤ
リ
先
　
　
一
本

鏃
　
　
　
　
一
括

甲
冑

（
正
面
）
第
二
埋
葬
施
設

同

　

（側
面
）
同

同

　

（背
面
）
同

短
　
甲
　
後
胴
高
　
四
二

・
○

阻

眉
庇
付
冑
　
全
高

　
一
五

・
八

硼

ガ     エ       馬
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聖
個 括 本 本

 君 堅  ca  
本
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